
正 誤 表 

「看護学テキストNiCE 母性看護学 II マタニティサイクル（改訂第 2版 第 1刷）」 

下記の箇所に誤りがございました。謹んでお詫びし訂正いたします。なお，弊社 HPに掲載のサポート情報も併せてご参照ください。 

 

頁 該当箇所 誤 正 

7 本文下から 3行目 妊娠 5～10 週ごろ（受精後 4～9 週に相当）までは， 妊娠 10週未満（胎齢 9週未満）は 

9 

表Ⅰ-2 （下表に差し替え） 
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表Ⅰ-25 つわりの

〈原因〉の欄の箇

条書き 

・プロゲステロンの増加による平滑筋の緊張による胃の運動性

の減弱 

・肝解毒機能不全 

・精神的影響 

・妊娠に伴う高 hCG 状態が脳の嘔吐中枢に作用する．hCG の上

昇時期とつわりの出現時期は妊娠 6～16 週ごろと時期が一致す

る（👉p.12の図Ⅰ-7）． 

・プロゲステロンの増加による平滑筋の弛緩による胃の運動性の

減弱 

・精神的影響 

161 
コーヒーブレイク 

LDRシステム 

（写真下に記載なし） （写真下に下記を記載する） 

[写真提供：産婦人科 平野エンゼルクリニック] 

386 上から 12行目 新生児タンデムマススクリーニング 新生児マススクリーニング 

386 上から 16行目 脂肪酸の各代謝異常（総数 16 疾患） 脂肪酸の各代謝異常 
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